
関東学生対抗軽自動車６時間耐久レース 車両規則書 一部改正 

※下線部：変更箇所 

改正後 現行規定 

第１条～第３条 （略） 

 

第４条 エンジン 

４．１）～４．３） （略） 

４．４）排気系統 

 エキゾーストマニホールド、排気管、マフラーを含め、排気系統の変

更が許される。ただし、排気管出口は車体の後端近傍に設けること。エ

ンジンルーム内、車体下部、車体側方に排気管出口を設置することは、

車両火災ならびに火傷防止のため、禁止とする。また、着脱可能なイン

ナーサイレンサーの使用は禁止とする。 

 近接排気騒音は 103 デシベル以下とし、計測は車検時に技術委員長

が必要と判断した場合に行う。（計測方法は最高出力時の 75%の回転数

において、排気管からの排気流の方向に対し 45 度、排気管の開口部中

心から 0.5m 離れた位置の排気管の高さで測定する。）よって、排気系

統を変更し、103 デシベルに近い音量に達していると思われる車両につ

いては、タコメーターを装備すること。技術委員長が近接排気騒音の計

測が必要と判断したにもかかわらずタコメーターの装備が無い車両に

ついては、決勝レースに出走することはできない。 

４．５）～４．８） （略） 

 

第５条～第９条 （略） 

以上 

第１条～第３条 （略） 

 

第４条 エンジン 

４．１）～４．３） （略） 

４．４）マフラーおよび排気管 

 自由。ただし、排気管出口は車体の後端近傍に設けること。 

エンジンルーム内、車体下部、車体側方に排気管出口を設置すること

は、車両火災ならびに火傷防止のため、禁止とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．５）～４．８） （略） 

 

第５条～第９条 （略） 

以上 

 


